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園のしおり
＜ 重 要 事 項 説 明 書 ＞

       う ん ち ゅ う し ゃ

社 会 福 祉 法 人 雲 柱 社    れ い め い   ほ   い く え ん

         黎 明 保 育 園

    〒 124-0006 東 京 都 葛 飾 区 堀 切 ３ － ３ ０ － １ ２

○ Tel ･･･０ ３ (３ ６ ９ ７ )０ ７ ２ ０    

○ Fax   ･･･０ ３ (５ ６ ７ ０ )０ ０ ０ ７

○ e-mai l･･･reimei@unchusha.com



  
◆園の概要・沿革    

 

○名  称   ・ ・・ 黎 明保 育 園 (れ い め い ほ い く え ん ) 

○設 置 運営 主 体・ ・・ 社 会福 祉 法人  雲 柱 社 (う ん ち ゅ う し ゃ )  

○所 在 地   ・ ・・ 〒 124-0006 東 京 都葛 飾 区堀 切３ -３ ０-１ ２  

○Ｔ Ｅ Ｌ   ・ ・・ ０ ３－ ３ ６９ ７－ ０ ７２ ０  

○Ｆ Ａ Ｘ   ・ ・・ ０ ３－ ５ ６７ ０－ ０ ００ ７  

○e-mail    ・ ・・ reimei@unchusha.com 

○定  員   ・ ・・ １ ０5名  

○開 所 時間   ・ ・・ ７ 時１ ５ 分～ １９ 時 ３０ 分  

○入 所 対象 児  ・ ・・ ０ 歳か ら ５歳  就 学 前ま で  

○保 育 時間   ・ ・・ ７ 時１ ５ 分～ 18時 １ ５分  

（コ ア タイ ム 8： 45～ 16： 45）  

 ○ 延 長保 育   ・・ ・ １８ 時 １６ 分～ １ ９時 ３ ０分  

・延 長 保育 は 満１ 歳の 誕 生日 を 過ぎ てか ら 利用 で きま す。  

         （ 食 事形 態 が後 期食 ま で進 ん でい る事 が 目安 で す）  

・延 長 保育 を 利用 する 場 合は 、 職員 にお 伝 え下 さ い。  

（別 途 、申 請 書と 勤務 証 明書 が 必要 とな り ます ）  

○日 曜･祝 祭日 ､年 末年 始(１ ２/２９ ～１ /３ )は 休 園と なり ま す。  

 

◆事業概要      
 

①産 休 明け 保 育  

②延 長 保育    18時 16分 ～19時 30分 。  

③統 合 保育    障碍 の ある 子 もそ うで な い子 も 共に 育つ  

④一 時 保育 事 業（ 緊急 一 時保 育 を含 む）  

⑤学 童 クラ ブ   れい め い宝 学 童保 育ク ラ ブ、 れ いめ い堀 切 学童 保 育ク ラブ  

        れい め い白 鳥 学童 保育 ク ラブ  

⑥地 域 活動   ・ 保育 所 体験 ・ 園庭 開放 ・ 中高 生 の職 場体 験  

・ボ ラ ンテ ィ ア受 入れ な ど  

         

◆嘱託医                 
内 科   佐久間 達朗（ 佐久間レディース＆ファミリアクリニック）  

住 所 ： 葛 飾 区 堀 切 2-54-16  ℡ ：

03-3691-0371 

 

 

歯  科   武藤 功英（ 武藤 歯 科）    

住所 ： 葛飾 区 堀切 5-31-5 ℡03-3602-8866 

 

 

            １  

 



 
◆事業理念・保育目標・園の方針 
 

◇ 法人事業理念          

１．私たちは、子どもたちが神を敬い、人を愛するように成長することを願って 

保育します。 

２．私たちは、子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、それを受けいれ伸ばしていく

保育をします。 

３．私たちは、子どもたちの自ら育つ力を信じ、意欲を育て支える保育をします。 

４．私たちは、子どもたちが心身共に健やかに育つために、保護者の子育てを 

支援します。 

５．私たちは、地域に開かれた保育園を目指します。 

６．私たちは、保育の質の向上を常に心がけ、専門の知識を深め、技能の研鑽に 

努めます。 

 

◇ 法人保育目標 

神と人から愛されていることを知り、自分やまわりの人を大切にする子ども 

１．ありのままの自分が受け入れられ、自己発揮でき、考えて行動できる子ども 

２．のびのびとしなやかに、体を動かして遊ぶ子ども 

３．基本的生活習慣が身につき、見通しをもってできることを自分でする子ども 

４．さまざまな人との関わりを大切にし、思いやりをもって共に生きる子ども 

５．自然や命あるものとの出会いを大切にし、豊かに感じとり表現する子ども 

                 

◇ 園の方針 

１．すべての子どもは神様からさずけられた大切な命として尊重されるという、 

キリスト教の精神を基にしています。 

２．障がいをもった子も、そうでない子も、共に生きることをめざしています。 

３．「子どもにとってどうか」を大事に保育しています。 

４．家庭と保育園が協力し合って、子どもたちにとってよりよい保育環境を 

整えるよう努力しています。 

５．一番困っている人に心を向ける保育園をめざしています。 

６．地域の人たちにとって必要とされる、開かれた保育園をめざしています。 

 

           
                    ２ 

 



◆保育の特色 

○ 健 康 な 体 づ く り  

   ・戸 外 で充 分遊 ぶ …戸 外 保育 を大 切 にし て いま す。  

   ・食 事 の充 実  …安 全 な食 材を 使 い手 作 りの 食事 と おや つ の提 供。  

  離 乳食 か ら移 行食 へ のき め 細か い対 応 。  

お子 様 の状 態 に合 わせ て 食事 を 作っ てい ま す。  

            ＊ ア レル ギー － 食の 対 応  

(医 師の 指 示書 を １ 年に １ 回提 出 して いた だ きま す) 

 

   

○ 遊 び を 通 し て 仲 間 を 作 る  

・友 だ ちと 遊 んで 楽し か った と いう 思い を 積み 重 ねる 中で 、 自律 性 （自 分の

行動 や 感情 を コン トロ ー ルす る 力） や、 自 主性 （ 自分 の意 志 でや り たい 事

を決 め たり 、 行動 した り する 力 ）が 育ち ま す。  

 

 

○ 生 活 力 を 育 て る  

・「 自分 で した い 」とい う 意欲 を 大事 に育 て ます 。して もら う 事か ら 、す こし

ずつ 自 分で で きる 力が 育 ち、 幼 児ク ラス に なる と 食事 の準 備 ・片 づ け・ 布

団敷 き など を 自分 たち で すす め る活 動を し ます 。  

 

 

○ 自 然 と の か か わ り  

・生 物 との ふ れあ いや 、 野菜 や 花な どの 栽 培を 通 した 体験 を 、大 事 にし てい

ます 。  

 

 

○ 豊 か な 表 現 活 動 を め ざ し て  

・さ ま ざま な 素材 を提 供 し、 物 を創 った り 描い た りす る力 を 育て ま す。  

・リ ズ ム遊 び やご っこ あ そび な どを 通し 、 表現 し 合う 喜び を 体験 し ます 。  

 

 

○ 異 年 齢 児 と の 交 流  

・大 き い子 ど もの 姿に 刺 激を 受 けて 、少 し でも 近 づこ うと 挑 戦す る 姿、 年長

者と し て小 さ い子 ども を いた わ る気 持ち も 、保 育 生活 を通 し て子 ど もた ち

に培 わ れて い きま す。  

 

 
 
 
 
                 ３  

 



 
◆職員構成・クラス編成 
 

◇ 職 員構 成  

園 長   １ 名   主  任    １名    副主 任   2名  

保育 士  １ 8名   看 護 師   １ 名   栄 養 士  ２ 名  

  非 常勤 職 員 １8名  

（国 の 最低 基 準以 上の 職 員配 置 をし てお り ます 。）  

 

◇ クラス編成 

年 齢 クラス名 定 員 

０歳児 ひよこ  ９ 名 

１歳児 うさぎ １６ 名 

２歳児 こあら ２０ 名 

３歳児 ひつじ ２０ 名 

４歳児 ぱんだ ２０ 名 

５歳児 きりん ２０ 名 

 合  計 １０５ 名 

 
◆沿革 

・1946年 賀 川豊 彦（ キ リ ス ト 教 の 牧 師 ・社 会 福 祉 事 業 家 ・生 協 の 生 み の 親 ） 

の弟 子 等が キ リス ト教 の 家庭 集 会を 始め る 。  

・1949年  ６ 月 １ ５日 上 記の 会 が母 体と な り「レ イ メ イ青 空 保育 園 」とし 

て、 妙 源寺 境 内で 開園 。 １１ 月 現在 地へ 移 転す る 。  

・1968年 老 朽 化し た 木造 園 舎を 取壊 し 、建 坪 148坪の 鉄 筋コ ン クリ ー  

ト総 二 階建 て の園 舎を 新 築。２歳 児 保育 を 始め 、定 員 １３ ０ 名

とな る 。  

・1972年 障 が い児 を 受け 入 れて 統合 保 育を 、 また 同時 に 長時 間 保育 の  

 特 例 保育 を 開始 。  

・1989年  光 と 風 を取 り 入れ 、子 ど も達 の 生活 が よく 見え る 園舎 と いう 願 

いで 行 われ た 大規 模修 繕 工事 が 完了 。（創 立 ４０ 周 年）  

０歳 児 保育 が 始ま り、 定 員１ ０ ０名 とな る 。  

・1992年 0歳 児 産休 明 け保 育 ・延 長保 育 （午 後 ７時 まで ） を始 め る。  

・1994年 緊 急 一時 保 育を 始 める 。  

・1996年 黎 明 学童 保 育ク ラ ブ （ 東 京 都 葛 飾 区 学 童 保 育 事 業 助 成 要 綱 に 基 づ き ） 開 所  

・1999年 創 立 ５０ 周 年記 念  

・2002年 ９ 月 に、 一 時保 育 事業 ＜こ ぶ た組 ＞ を開 設。  

・2009年 創 立 ６０ 周 年記 念  

・2019年 創 立 ７０ 年 周年 記 念  

 

            ４  



 
◆施設案内         
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◆園の生活 
 

 ０歳 児  １・ ２ 歳児  ３歳 以 上児  

7:15 

 

 

8:45 

 

 

10:00 

 

 

 

 

11:10 

 

 

14:00 

 

15：00 

 

 

16：45 

 

18：16 

19：30 

順次 登 園  

（健 康 観察 ・ 検温 ）  

 

クラ ス 活動  

 

あそ び  

離乳 食･ミ ルク  

（ 月 齢 ・ 食 事 形 態 に  

合 わ せ て ）  

戸外 や 室内 あ そび  

 

移行 食  

（午 後 寝） 検 温  

 

離乳 食･ミ ルク  

あそ び  

 

↓  

 

順次 降 園  

 

延長 保 育  

↓  

順次 登 園  

（健 康 観察 ）  

↓  

クラ ス 活動  

栄 養 補 給 (牛 乳 ) 

あそ び  

室内 ・ 園庭 も しく は  

戸外 （ 公園 ） 散歩  

 

 

着替 え や手 洗 い  

昼 食  

↓  

昼 寝  

↓  

 

起  床  

おや つ  

あそ び  

順次 降 園  

 

延長 保 育  

↓  

順次 登 園  

（健 康 観察 ）  

↓  

クラ ス 活動  

 

あそ び  

室内 ・ 園庭 も しく は  

戸外 （ 公園 ） 散歩  

 

 

着替 え や手 洗 い  

昼 食  

↓  

昼 寝  

 ↓  

  

起  床  

おや つ  

あそ び  

順次 降 園  

（ 幼 児 ク ラ ス は 合 同 保 育 ） 

延長 保 育  

↓  

  

 

 

・０ 歳 児は 月 齢に より 個 人差 が 大き くあ り ます の で、 一人 ひ とり の 状態 をみ な

がら 無 理の な い様 に進 め てい き ます 。  

・そ の 日の 子 ども の状 況 に応 じ て、 時間 や 内容 を 変更 しま す 。  

・５ 歳 児（ き りん 組） は 、１ 月 頃よ り昼 寝 がな く なり ます 。  

・お 知 らせ 等 は、 保育 室 の入 口 にて ホワ イ トボ ー ドで お知 ら せし ま す。  

・幼 児 クラ ス は、 子ど も たち の その 日の 様 子を 掲 示し てあ り ます の で、  

ご覧 下 さい 。  

 

 

 

 

 

 

               ６  



 

◆年間行事          

      

 

（保 護 者が 参 加す る行 事 には 、☆ 印 が付 い てい ま す）  

※ 感 染 状 況 な ど で 行 事 の 変 更 ・ 縮 小 な ど が あ り ま す 。 ご 了 承 く だ さ い 。  

 ※ ３ ・ ４ ・ ５ 歳 児 は 月 に ２ 回  講 師 に よ る 「 リ ト ミ ッ ク 」 を 行 っ て い ま す 。  

   ※ ４・５ 歳 児 は 月 に １ 回  講 師 に よ る「 英 語 で あ そ ぼ う 」を お こ な っ て い ま す 。  

                  ７  

４月  

☆  入園 式  新し い お友 だ ちを 歓迎 し ます  

 イー ス ター  

キリ ス ト教 の 行事 です 。幼 児ク ラ ス は礼 拝 後 、卵

探し ゲ ーム な どを して 、イ エス・キ リス ト の復 活

を喜 び ます 。  

５月  ☆  
フ ァ ミ リ ー デ ー  

（ ２ ～ ５ 歳 ク ラ ス ）  

自然 の 中で オ リエ ンテ ー リン グ やゲ ーム を して 、

親睦 を 図り 、大 人 も子 ど もも 一 緒に 交流 し て楽 し

みま す 。  

６月   
こど も の日  

・花 の 日  

キリ ス ト教 の 行事 です 。子 ども た ち が神 様 の祝 福

を受 け て健 や かに 大き く なっ た 事を 祝い ま す  

７月   宿泊 保 育  
友だ ち と力 を 合わ せ 、楽 し く過 ご し 、年長 児 とし

ての 自 信に つ なげ る事 が 目的 で す。  

９月  ☆  
避難 ・ 降園  

訓練  

保育 園 から お 家の 方に「 か んた ん メ ール 」を 流し

ます 。電 話 を 受け たら 、敏 速 に 行動 して 、お 子 様

を迎 え に来 て 頂く 年一 回 の訓 練 です 。  

10

月  

☆  運動 会  

お家 の 人も 一 緒に 楽し み まし ょ う。 ウェルピア 

葛飾の 広 い広 場 で 、子 ど もた ち が力 いっ ぱ い体 を  

動か し て楽 し みま す。  

 遠 足  

いも 掘 りに 出 かけ ます 。(４ ・５ 歳 児) 

＜３ 歳 児ク ラ スは 近隣 の 公園 に お弁 当を 持 って  

 ミ ニ 遠足 に 出か けま す ＞  

11

月  

 収穫 感 謝祭  

キリ ス ト教 の 行事 です 。野 菜や 果 物 を持 ち 寄り 消

防署 な どへ の 訪問 や 、豚 汁 パー テ ィ ーを し て収 穫

を感 謝 しお 祝 いし ます 。  

☆  お ま つ り 広 場 ) 

保育 園・堀切 教 会・かつ し か風 の 子 クラ ブ 三者 が

共催 し 、模擬 店 や バザ ー を行 い 、親 子で お まつ り

のよ う な一 日 を過 ごし ま す。  

12

月  
☆  クリ ス マス  

イエ ス･キ リス ト の 誕生 日 を、 お 家の 方々 と 一緒

にお 祝 いし ま す。  

２月   
お も い で 遠 足  

（ 幼 児 ク ラ ス ） 

幼児 ク ラス が 、お もい で 作り に バス に乗 っ て遠 足

に出 か けま す 。  

３月  ☆  卒園 式  

長い 子 ども は ６年 間、 泣 いた り 、笑 った り 、  

楽し い こと が いっ ぱい 、 いろ い ろな 経験 を して  

大き く なっ た 、新 しい 巣 立ち の 時で す。  



 
◆その他の行事 
 （ 保 護者 が 参加 する 行 事は 、☆ 印 が付 い てい ま す。）  

 

☆  誕生 会  
毎月 一 回、 誕 生月 のお 友 だち を お祝 いし ま す。  

（き り ん組 は 保護 者の 方 に参 加 をお 願い し てい ま す。） 

 避難 訓 練  毎月 一 回、 子 ども と園 の 職員 が 行う 訓練 で す。  

☆  クラ ス 懇談 会  

保育 園 で過 ご す子 ども た ちの 様 子な ど、  

クラ ス 担任 と 保護 者が 一 緒に お 話し をし 合 う会 で す。  

年２ 回  

☆  保育 参 加  

ク ラ ス の 中 に 一 緒 に 入 り 、 お 子 さ ま と 一 緒 に 保 育 園 で

の生 活 を体 験 して 頂き ま す。 ＊ 希望 の方 の み年 １ 回  

（期 間 や時 間 はク ラス に より 前 後あ り）  

☆  個人 面 談  
保 護 者 の 方 と 担 任 で 園 で の 様 子 な ど を お 話 し し ま す 。

（０ ～ ３歳 ク ラス は希 望 者、 ４ ・５ 歳ク ラ スは 全 員）  

  

○０ 才 児健 診 （毎 月１ 回 ）  

・・ ・ 園医 の 先生 に毎 月 健康 状 態を 診て も らい ま す。  

○全 園 児健 診 （５ 月・ １ ０月 ）  

・・ ・ 園医 の 先生 に年 ２ 回、 健 康状 態を 診 ても ら いま す。  

○歯 科 検診   （ ６ 月・ １ １月 ）   

・・ ・ 園医 の 先生 に年 ２ 回、 歯 の状 態を 診 ても ら いま す。  

○身 体 測定  （毎 月１ 回 ）  

       ・ ・・ 身 長・ 体 重の 測定 を して 子 ども の成 長 を見 守 りま す。  
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◆持ち物について 
持 ち 物  内    容  ひ よ こ  う さ ぎ  こ あ ら  幼  児  

着 替 え (※ １ ) ２ ～ ３ 組 程  ３ ～ ４ 組  ○  ○  ○  

く つ  園で預かる(散歩兼避難時) ○  ○  ○  ○  

オ ム ツ (※ ２ ) 紙 パ ン ツ  ○  ○  〇  必 要 に 応 じ て  

お し り ふ き  各 自 ご 用 意 を  

お 願 い し ま す  
〇  〇  〇  必 要 に 応 じ て  

汚 れ 物 入 れ  汚 れ 物 を 入 れ る  ○  ○  ○  ○  

ビ ニ ー ル 袋  
濡れた衣類などを入れるため 

常時４・５枚ロッカーに用意 
○  ○  ○  ○  

コ ッ プ  水 分 補 給 用 の コ ッ プ     ○  

巾 着 袋  コ ッ プ 入 れ     ○  

か ば ん      ○  

う わ ば き      ○  

ク ッ キ ン グ 用  

エプロン・三角巾 

クッキングを行う時に使用 

（袋に入れて下さい） 
  〇  ○  

午 睡 用 品  

 

タ オ ル シ ー ツ     ○ 5歳 児 の み  

タ オ ル ケ ッ ト  〇  〇  〇  〇  

毛布（ブランケット） 〇  〇  〇  〇  

お ね し ょ マ ッ ト  必 要 に 応 じ て    ○  ○  

 

 

※ １  夏 季          

           ＋       ＋  

                               紙 オ ム ツ  

ラ ン ニ ン グ   半 袖    ズ ボ ン  

                   ＋           

冬 季 ＋    ＋     

     

ラ ン ニ ン グ ・ 半 袖 肌 着   長 袖   ズ ボ ン  

・衣 類 はで き るだ け綿 製 品が 良 いで す。 薄 着を 励 行し ます  

（歩 き 始め る 頃か らは 、 上着 と ズボ ンが 別 々の も のを ご用 意 下さ い。）  

 

※２ ・ 乳児 の おし り拭 き には 、 個別 の物 を 使用 し ます 。  

   使用 済 みオ ムツ は 保育 園 で処 分い た しま す 。  

  ・ 紙オ ム ツは 前に 名 前を 書 いて 下さ い。（ 登 園 時 の も の に も ）  

 

 

 

 
 
                  ９  



 
◆園生活に関する事項   
１ ． 持 ち 物 に つ い て   (用 意 して 頂 くも の は､詳し く 別 資料 を お渡 し しま す｡) 

〇生 活 に必 要 なも の・ み んな で 使う もの は 、園 で 準備 しま す が、 子 ども が直

接使 用 する も のの いく つ かは 、家 庭で 準備 し て頂 き 維持 管理 し て頂 き ます 。 

〇乳 児 クラ ス は排 泄時 、 個別 の おし りふ き を使 用 しま す、 各 ご家 庭 でご 用意

をお 願 いし ま す。 おむ つ のサ ブ スク サー ビ スを 利 用さ れる 方 は不 要 です 。  

 

２ ． 食 事 に つ い て  

〇月 ～ 土曜 日 、昼 食・ お やつ ・ 補食 （延 長 保育 利 用時 ）を 提 供し て いま す。  

・１ 日 の食 事 の見 本を ガ ラス ケ ース に入 れ てあ り ます 。  

・ア レ ルギ ー のあ るお 子 様は 、 医師 の記 入 した ア レル ギー 指 示書 を １年 に

１回 提 出し て 頂き 、ア レ ルギ ー 面談 を行 い ます 。  

 

３ ． 送 り 迎 え に つ い て  

〇９時３０分までの登園をお願いします。 

〇送 り 迎え の 際は 、必 ず 担当 職 員と 顔を 合 わせ 挨 拶し てか ら お帰 り 下さ い。  

〇保 育 申請 書 記載 の保 育 時間 外 にな る場 合 は、 職 員ま でお 伝 え下 さ い。  

〇い つ もと 違 う方 が送 り 迎え を する 場合 は 、あ ら かじ め園 に ご連 絡 下さ い。  

〇小 学 生の ご きょ うだ い の送 り 迎え は御 遠 慮下 さ い。（ 中 学 生 か ら と な り ま す ）  

〇お も ちゃ や 食べ 物を 持 って 登 園し ない よ うに し て下 さい 。  

〇駐 車 スペ ー スは あり ま せん の で車 での 登 降園 は 、近 隣の 方 のご 迷 惑に なり

ます の で、お 控え くだ さ い。自 転車 また は 徒歩 で お越 し下 さ い。（ 駐 輪 は 、 必 ず

駐 輪 ス ペ ー ス に お 止 め 下 さ い ）  

 

４ ． 欠 席 の 際 の 連 絡 に つ い て  

○必 ず 午前 ７:１５ ～午 前 ９:０ ０ の間 にク ラ ス名・氏 名・理由（私 用 、病 欠 等 ）

をご 連 絡下 さ い。 何ら か の理 由 で、 登園 が 午前 ９ ：３ ０を 過 ぎる 時 も必 ず

ご連 絡 下さ い 。  

 

５ ． 連 絡 先 に つ い て  

○緊 急 時の 連 絡先 をい つ も明 確 にし てお い て下 さ い。  

勤務 先等の 変更 が あっ た 場合 、 保育 時間 に 変更 が あっ た時 又は転居 の 際 な

どは 必 ずク ラ ス担 任へ 速 やか に ご連 絡下 さ い。  

(変 更届 を 葛飾 区 へ 提出 す る必 要 があ りま す 。) 

○産 前 産後 休 暇・ 育児 休 暇の 際 は別 途の 保 育申 請 書を ご記 入 頂き ま す。  

 期 間 がわ か りま した ら 職員 ま でお 声お か け下 さ い。  

 

６ ． 保 育 料 に つ い て  

○保 育 料は 住 民税 に応 じ て葛 飾 区で 決定 さ れま す 。  

支払 い は葛 飾 区か らの 連 絡に よ り直 接、 区 に納 入 して 頂く 事 にな り ます   

<ト ータ ル ネッ ト シ ステ ム によ る 銀行 の引 き 落と し もあ りま す 。> 

延長 保 育料 の 算出 の際 に 使用 し ます ので 年 度途 中 にて 保育 料 の変 更 があ っ

た場 合 は事 務 室ま でお 持 ちく だ さい  

                 １ ０  



 

７ ． 延 長 保 育 料 に つ い て  

午後 ６ 時１ ６ 分か ら午 後 ７時 ３ ０分 まで の 保育 を 利用 した 際 に、 以 下の よう

な料 金 計算 方 法に て延 長 保育 料 が発 生し ま す。  

○勤 務 上、 延 長保 育が 必 要な 為 に延 長保 育 申請 を され た場 合 延長 保 育料 とし

て、葛飾 区 に支 払 って い る保 育 料の １割 相 当額（10円 未満 切 捨）をご 負 担

して 頂 きま す 。  

〇申 請 書類 、 勤務 証明 書 は前 月 の２ ０日 ま でに 申 請し 、翌 月 １日 よ り利 用可

能に な りま す 。  

〇延 長 保育 未 申請 で、 延 長保 育 をご 利用 の 場合 は 、１ 回500円 の料 金 を 頂き

ます 。 毎回 、 遅延 届の 取 り交 わ しを 行い ま す。  

〇補 食 の準 備 の都 合上 、延 長 保育 を ご希 望 の場 合 は午 後５：00ま で にお 知ら

せ下 さ い。  

○午 後 ７時 ３ ０分 以降 の お迎 え （基 本的 に は、 ７ 時３ ０分 の 時間 を 厳守 して

くだ さ い） 遅 延料 とし て 、30分 に つ き500円 をご 負 担 して 頂 きま す 。  

○保 育 短時 間 の方 は8：45～16： 45の 時 間外 の 保育 の 場合 は 延長 保 育同 様  

 に １ 回500円 の 料金 を 頂き ま す。  

 

８ ． 金 銭 の 取 扱 に つ い て  

○園 内 での 金 銭の 取扱 い は、 原 則と して 保護者の 方が 事務 室 にお 持 ち下 さる  

か、 ク ラス 担 任ま でお 渡 し下 さ る様 お願 い 致し ま す。  
 

９ ． 園 内 へ の セ キ ュ リ テ ィ ー に つ い て   

○園 内 へは ナ ンバ ーロ ッ ク鍵 の 門扉 にて 事 前に 保 護者 の方 に お知 ら せし た番

  号 を押 し て入 って 頂 きま す 。  

○玄 関 や園 舎 まわ りに は 監視 カ メラ を設 置 して お りALSOK（警 備 会 社）  

 の 警 備を 導 入し てい ま す。  

○学 校 110番 シ ス テム を 完備 し てお りま す ので 、 不審 者侵 入 の際 は 警察 所へ   

すみ や かに 通 報さ れま す 。  

 

１ ０ ．「 慣 れ 保 育 」 に つ い て  

○新 入 園児 が 初め から 通 常の 保 育時 間の 中 で生 活 する のは 、 子ど も たち にと

って か なり 負 担の 大き い 事と 思 われ ます 。そ の為 、保 育園 で は「慣 れ 保 育」

とし て 期間 を 設け 徐々 に 、子 ど もが 園（ 担 任が 子 ども ）に 、 慣れ る 様に 園

生活 の 第一 歩 を進 めて い きま す 。時 間は 、 クラ ス によ って 異 なり ま すが  

ご家 庭 の方 と 相談 しな が ら進 め て行 きま す 。  
 

１ １ ． 実 費 徴 収 に つ い て  

 〇 き り ん 組 は 卒 園 ア ル バ ム が 保 護 者 か ら の 卒 園 記 念 プ レ ゼ ン ト と な り ま す 。

卒園 ア ルバ ム の追 加シ ー ト・追 加 ビス など の 保護 者 が特 別に 購 入を 希 望す

る場 合 は実 費 を請 求す る 場合 が あり ます 。  
 

１ ２ ． お む つ の サ ブ ス ク に つ い て  

 〇 2024年 度よ り、 花 王×ベビ ー ジョ ブ が提 供 する 、お む つの サ ブス ク  

サー ビ スを 利 用す るこ と がで き ます 。詳 し くは 別 紙を ご参 照 くだ さ い。  
                  １ １  



 
◆健康管理について 

保育 園 は、 幼 い子 ども た ちが 長 時間 にわ た り集 団 生活 をす る 場で す 。  

元気 に 毎日 の 生活 を送 る 為、 ご 家庭 での 規 則正 し い生 活（ 早 寝・ 早 起き ・

朝ご は ん） は 不可 欠で す 。健 康 管理 の為 次 の事 に ご協 力を お 願い し ます 。  

◇ 検 温  

毎朝 、登園 前 に熱 を測 っ て下 さ い。（ ０ 歳 児 ク ラ ス は 、園 で お 子 さ ま の お 預 か

り 直 前 に も 保 護 者 の 方 に 熱 を 測 っ て 頂 い て い ま す ）  

◇ 朝 の 連 絡  

前日 の 変化 に つい て 、発 熱 や微 熱 、家 庭で の ケガ な ど健 康上 に 変わ っ たこ と、

気が か りな こ と （ 頭 を 打 っ た な ど ） が あれ ば 必ず 登 園時 にお 知 らせ 下 さい 。  

①  発熱 ３ ８℃ 以 上の 熱が あ った な ど。  

（37.5℃ 以上 の 時 は、 園 から 保 護者 に連 絡 をさ せ て頂 きま す 。ま た 、  

熱が な くて も お子 さま の 様子 に より 連絡 さ せて 頂 くこ とが あ りま す 。

必ず 連 絡が と れる よう に して お いて 下さ い。）  

②  嘔吐 ・ 下痢 ・ 軟便 など 。  

③ 機嫌 が 悪い 、 食 欲が な い、 眠 れな かっ た など 。  

④ 通院 し た場 合 は 、病 名 や症 状 、経 過な ど 。  

⑤ 自宅 で 薬を 服 用 して い る時 な ど。  

体調 が 悪い 時 はお 家で ゆ っく り 休み まし ょ う。感 染症 の 疑い が ある と きは 、

受診 を お願 い しま す。  

◇ 園 で の 怪 我  

園で は 怪我 が ない よう 十 分注 意 して おり ま すが 、 保育 中に 怪 我を し た場 合

は、病 院を 受 診す るこ と があ り ます 。（緊 急 時を の ぞき 保護 者 の方 に お知 ら

せし て から の 受診 とな り ます 。）  

◇ 園 で の 受 診  

園医 に よる 内 科健 診  

※０ 歳 児(ひよ こ ぐ み)：月 １ 回、 園 医 によ る 健診 が あり ます 。 月齢 に あっ

た成 長 発達 の 確認 と内 科 健診 で す。 また 、 質問 が ある 場合 は 、担 任 まで

お知 ら せ下 さ い。 医師 に 聞い て おき ます 。  

※１ 歳 児か ら ５歳 児：年２ 回（ ５ 月・１０ 月）園 医に よ る健 診 があ り ます 。  

※５ 歳 児： 夏 季の 宿泊 保 育前 に 園医 によ る 健診 が あり ます 。  

 

歯科 検 診  

※年 ２ 回（ ６ 月・ １１ 月）、 歯科 医 に よる 歯 科検 診 があ りま す 。  

※葛 飾 区で 、う歯 (虫 歯 )の本 数 な どを 集計 し てい ま す。虫歯 が 指摘 さ れま し

た ら 速 や か に か か り つ け 医 に か か っ て く だ さ い ま す よ う お 願 い 致 し ま す 。 

 

いず れ も、 体 調不 良以 外 は、 出 来る だけ 登 園を し て下 さい 。  
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医 師 が 記 入 の 許 可 が 必 要 な 病 気   ＊ 学 校 保 健 安 全 法 に よ る  

感染 症 と診 断 され た場 合 は、 集 団感 染防 止 のた め お休 みが 必 要と な りま す。

また 病 気が 治 って 登園 す る際 は 「登 園 届 」が 必 要 です 。登 園 届は 園 のも ので

も病 院 のも の でも どち ら でも か まい ませ ん 。  

（後 に 届書 が ござ いま す 。コ ピ ーし てご 利 用下 さ い）  

 

病  名 登園再開のめやす 
麻疹  （は し か）  解熱 し た後 、 ３日 を経 過 する ま で  

風疹  （三 日 ばし か）  発疹 が 消失 す るま で  

水痘  （水 ぼ うそ う）  すべ て の発 疹 がか さぶ た にな る まで  

流行 性 耳下 腺 炎  

（お た ふく か ぜ）  

耳下 腺 の腫 脹 が消 失す る まで  

百日 咳  特有 の 咳が 消 失す るま で  

※イ ン フル エ ンザ  症状 が 出て か ら５ 日を 経 過し 、 かつ 熱が

さが っ てか ら ３日 経過 す るま で  

新型コロナウィルス感染症 発症後5日、かつ症状軽快後1日を経過するまで 

咽頭 結 膜炎  

（プ ー ル熱 ）  
主な 症 状が 消 えた 後２ 日 経過 す るま で  

流行 性 結膜 炎 （は やり 目 ）  

医師により伝染の恐れがないと 

認められるまで 
急性 出 血性 結 膜炎  

結核  

腸管 出 血性  

大腸 菌 感染 症 （Ｏ －１ ５ ７） 

抗 菌 薬 に よ る 治 療 が 終 了 し 、48時 間 後 連 続 2

回 の 検 便 結 果 、 陰 性 が 確 認 さ れ た も の  

髄膜 炎 菌性 髄 膜炎  医 師 に よ り 伝 染 の 恐 れ が な い と 認 め ら れ る ま で  

 

◇ そ の 他  

以下 の 病気 の とき は、 保 育園 で 集団 生活 を 送っ て いる こと を 伝え 、 かか り

つけ 医 に登 園 の可 否を 確 認し て から 登園 し て下 さ い。  

医師 の 可否 の 判断 後、 保 護者 記 入の 登園 届 が必 要 です 。  

溶連 菌 感染 ・ 手足 口病 ・ 伝染 性 紅斑 (りん ご 病)・ヘ ル パ ンギ ー ナ  

マイ コ プラ ズ マ肺 炎・ ウ イル ス 性肝 炎・ ウ イル ス 性胃 腸炎 ・ 帯状 疱 疹  

RSウイ ル ス感 染 症 ・突 発 性発 し ん  

 

◇ お 願 い  

目の 充 血、 目 やに 、発 疹 、大 量 のよ だれ (乳 児)、 下痢 が 続く と きは 感 染症

の疑 い があ り ます ので 、ご家 庭 でも 十分 観 察を お 願い しま す 。(必要 時 、受

診を お 願い し ます 。) 

 

 

                  13 



 

50倍 

希釈液 

 

♢嘔吐・下痢・血液で汚れた衣服について 

汚染された物をそのまま水洗いすることで周囲に飛散し、その後の乾燥で空気中を

漂い、吸い込むことで二次感染してしまいます。 

したがって、集団感染を防ぐために、保育所内での処理はしないように指導されて

いますので、ご家庭にてお願いいたします。ご協力よろしくお願いします。 

 

厚生労働省 感染症ガイドライン 

「標準予防策」という言葉があり「すべての人の血液、 

体液（汗を除く）、分泌物、排泄物、粘膜、損傷した皮膚には 

感染の可能性がある」とみなし感染を予防していく 

ことが定義されています。 

感染性胃腸炎では、ノロウイルスやロタウイルスによるものがほとんどです。

感染力が強く、おう吐物や下痢便の中には多量のウイルスが含まれています。 

 

ご家庭での消毒方法(参考) 

おう吐物や下痢で汚染された衣類は、マスクと手袋をして塩素系消毒薬（ハイターなど）

で消毒してから洗濯します。  

＊先に洗濯機で洗うと洗濯機がウイルスに汚染されます。 

【消毒薬の作り方】 

☆消毒薬は家庭用塩素系漂泊剤 

（塩素濃度５％：ハイター、ブリーチ）で作れます。 

 

50倍希釈液（0.1％） 

ペットボトルのキャップ４杯 

（５ml×４杯＝20ml） 

 

2Ｌのペットボトルに原液20ml入れ 

水80mlを加えて１Lにします。 

 

血液・便・おう吐物が付着した場所 

に使用してくださし。 

＊色物・柄物は色落ちする可能性があります。その場合は、85℃以上のお湯で１分間

熱処理をしてから洗濯してください。 

 
☆次ページより登園届や意見書の用紙を載せています。 

必要に応じて、コピーしてお使い下さい 
＜とびひ・水いぼ・アタマジラミは通常休む必要はありませんが、 

人に感染するので注意が必要です。必ず通院して下さい。＞ 
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黎明保育園 施設長殿  

児童氏名                       

 

発症日          年     月     日  

     病名 『                   』 

       月    日から症状も回復し、集団生活に支障がない状態になったので登園可能と判断します。  

 

   年   月   日 医療機関名             

 

 医師名            印 又はサイン  

保育所は乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団発症や流行をできるだけ防ぐことで、一

人一人の子どもが一日快適に生活できるよう、下記の感染症について意見書の提出をお願いします。  

感染力のある期間に配慮し、子どもの健康回復状態が集団での保育所生活が可能な状態となってか

らの登園であるようご配慮ください。  

〇 医師が記入した意見書が必要な感染症  

※インフルエンザの際は専用の別紙があります。   登園届（保護者が記入）   

１５  

感染症名  感染しやすい期間  登園のめやす  

麻しん  

（はしか）  

発症１日前から発しん出現後の４日後まで  解熱後３日経過してから  

風しん  発しん出現の前７日から後７日間くらい  発しんが消失してから  

水痘  

（水ぼうそう）  

発しん出現１～２日前から痂皮形成まで  すべての発しんが痂皮化してから  

流行性  

耳下腺炎  
（おたふくかぜ）  

発症３日前から耳下腺腫脹後４日  耳下腺、顎下腺、舌下腺の腫脹が発現してか

ら５日を経過するまで、かつ全身状態が良好

になるまで  

結核   医師により感染の恐れがないと認めるまで  

咽頭結膜熱  
（プール熱）  

発熱、充血等症状が出現した数日間  主な症状が消え２日経過してから  

流行性  

角結膜炎  

充血、目やに等症状が出現した数日間  感染力が非常に強いため結膜炎の

症状が消失してから  

百日咳  抗菌薬を服用しない場合、咳出現後３週

間を経過するまで  

特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な抗菌

性物質製剤による治療を終了するまで  

腸管出血性  
大腸菌感  

（ 〇 157、〇 26〇 111等 ）  

 症状が治まり、かつ、抗菌薬による治療が終

了し、４８時間をあけて連続２回の検便によ

って、いずれも菌陰性が確認されたもの。  

急性出血性 

結膜炎 

ウイルスが呼吸器から１～２週間、便から数

週間～数ヵ月排出される。 

医師による感染の恐れがないと認め

るまで 

髄膜炎菌性 

膜炎 

 医師により感染の恐れがないと認め

るまで 

登園可能と判断する「意見書」（医師記入） 



 

【保護者の皆様へ】  

登園の際には、下記の登園届の提出をお願いいたします。  

（なお、登園のめやすは、子どもの全身状態が良好であることが基準となります。）  

 

     登 園 届  （保護者記入） 

黎明保育園 施設長殿  

児童氏名            

 

病名 『              』と診断され、  

 

 年  月  日 医療機関名『              』において、 

 

病状が回復し集団生活に支障がない状態と判断されたので登園いたします。  

 

保護者名         印又はサイン  

保育所は、乳幼児が集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団での発症や流行をできるだけ防ぐこと

はもちろん、一人一人の子どもが一日快適に生活できることが大切です。  

保育所入所児がよくかかる下記の感染症については、登園の目安を参考に、かかりつけの医師の診断に従い、

登園届の提出をお願いします。なお、保育所での集団生活に適応できる状態に回復してから登園するよう、ご

配慮ください。  
 

○ 医師の診断を受け、保護者が記入する登園届が望ましい感染症  

病名  感染しやすい期間  登園の目安  

溶連菌  

感染症  

適 切 な 抗 菌 薬 治 療 を 開 始す る 前 と 開 始 後 １

日間  

抗菌薬内服後２４時間～４８時間経過

していること。  

マイコプラズマ肺炎  適切な抗菌薬治療を開始する前と開始後数日間  発熱や激しい咳が治まっていること  

新型コロナウィル

ス感染症  

発症の２日前から３日後  発症後5日、かつ症状軽快後1日を経過

するまで  

手足口病  手足や口腔内に水泡・潰瘍が発症した数日間  発熱や口腔内の水泡・潰瘍の影響がな

く、食事がとれること  

伝染性紅斑（リンゴ病） 発しん出現前の１週間  全身状態が良いこと  

ウイルス性胃腸炎  

（ノ ロ、 ロ タ、 アデ

ノウィルス等）  

症状のある間と、症状消失後１週間  

（ 量 は 減 少 し て い く が 数週 間 ウ イ ル ス を 排

泄しているので注意が必要）  

嘔吐、下痢等の症状が治まり、普段の

食事がとれること  

ヘルパンギーナ  急性期の数日間（便の中に１か月程度ウイル

スを排泄しているので注意が必要）  

発熱や口腔内の水泡・潰瘍の影響がな

く、食事がとれること  

RSウイルス感染症  呼吸器症状のある間  呼吸器症状が消失し、全身状態が良いこと  

帯状疱疹  水泡を形成している間  すべての発しんが痂皮化してから 

突発性発疹   解熱し機嫌がよく全身状態が良いこと 

                

                 １６ 

 



 

※インフルエンザの場合は、こちらをご使用ください。 

医師の診断を受け、保護者の方が記入して頂きます。  

 

登園届（インフルエンザ専用） 

  黎明保育園 園長殿 

 

氏名             

 

 

※平成２４年４月より学校保健法においてインフルエンザ感染症の出席停止期間が、

「発症してから５日間を経過し、かつ解熱してから３日間経過するまで」に改正され

ました。子どもの健康回復状態が集団での保育園生活が可能な状態となってからの登

園であるようご配慮ください。  

（内服中の登園はご遠慮下さい。）  

 

 

発症日    月    日  

  

   月   日に医師の診断を受け、インフルエンザと診断されました。  

 

このため、   月   日から欠席していましたが、   月   日に  

 

医師より登園の許可が出ましたので登園します。  

 

   年   月   日  

 

保護者氏名              印  

 

医療機関名：               

 

医師氏名 ：               

 

 

※ 病気の状況によっては、保育園から医療機関へ連絡する場合があります。  
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◆連絡事項 

※園 内 で感 染 症が 発生 し たと き は玄 関看 護 掲示 板 に、 掲示 い たし ま す。  
 

◇怪我や病気、健診でお世話になる地元のお医者様です。  

・ 佐 久 間 レ デ ィ ー ス ＆ フ ァ ミ リ ア ク リ ニ ッ ク （ 小 児 内 科 ）   ℡ ３ ６９ １ －０ ３ ７１  

・南 郷 整形 外 科（ 整形 外 科）           ℡ ３ ６９ １ －１ ６ １３  

・井 沢 耳鼻 科                   ℡ ５ ６８ ０ －８ ７ ３３  

・武 藤 歯科 医 院                ℡ ３ ６０ ２ －８ ８ ６６  

・た か らま ち 眼科                ℡ ６ ６５ ７ －７ ６ ５７  

・さ い 整形 外 科ク リニ ッ ク                ℡ ５ ６ ５４ － ２０ ７ ０  

 
                  １ ８  

家庭 で  伝染 性 膿化 疹(と び ひ)は患 部 をガ ー ゼ など で 覆っ て 下さ い。  

園 に お 迎

え に 来 て

頂く 場 合  

保育 中 に体 調 が悪 くな っ たと き は 、保護 者 の方 に ご連 絡し ま す。

全 身 状 態 が 悪 い 場 合 は 、 熱 が 高 く な く て も ご 連 絡 さ せ て い た だ

くこ と があ り ます ので 、 ご協 力 をお 願い 致 しま す 。  

・感 染 症の 疑 いが ある と き  

・ 顔 色 が 悪 い 、 機 嫌 が 悪 い 、 元 気 が 無 く ぐ っ た り し て い る 、

食欲 が ない  

・痛 み 、か ゆ みが ひど い  

・体 温 が平 熱 より １度 以 上あ る(３ ８ 度以 上 がめ や す) 

※ 感 染 症 対 策 の た め 、 発 熱 後 24時 間 は ご 家 庭 で 様 子 を み て 頂

いて い ます 。  

投薬 に  

つい て  

原則 と して 、 薬は お預 か りし ま せん 。  

し か し 、 慢 性 の 病 気 等 で 、 子 ど も が 薬 の 服 用 な し で は 、 健 康 的

な 日 常 生 活 が 過 ご せ な い 場 合 に 限 り 、 医 師 の 指 示 す る 薬 を お 預

かり し ます 。 保育 園に お ける 薬 の取 扱い に つい て  

① 風 邪 薬 な ど は 、朝・夕 の 2回 や 帰 宅 時 、就 寝 時 な ど 、飲 ま せ る

時 間 を 医 師 と ご 相 談 下 さ い 。  

②保 育 時間 内 に薬 を預 け る際 は 、与 薬依 頼 書の 記 入が 必要 で す。 

③初 め ての 薬 は、 一度 ご 家庭 で 内服 した も のに 限 りま す。  

④1回 分の み を必 ず 用意 し て下 さ い。（ 袋や 容 器に 氏 名を 記入 ）  

⑤以 前 処方 さ れた 薬の 飲 み残 し は、 お預 か りし ま せん 。  

⑥塗 り 薬・ 目 薬は 、お 預 かり し ませ ん。  

⑦ 熱 性 け い れ ん の 既 往 が あ り 、 か か り つ け 医 の 指 示 が あ る 場 合

のみ 、 薬を お 預か りし ま す。  

⑧ ア レ ル ギ ー が あ る 方 で エ ピ ペ ン を 処 方 さ れ て い る 方 は 取 扱 い

を職 員 まで ご 相談 下さ い 。  

＊⑦ ・ ⑧は 事 前に 医師 の 指示 書 の提 出が 必 要で す 。  

予防 接 種  

集 団 生 活 の 為 、感 染 症 に 罹 る 機 会 が 多 く な り ま す 。予 防 接 種 は 月 齢 に

応 じ て 体 調 の 良 い と き を 見 計 ら っ て 早 め に 受 け ま し ょ う 。  

（ Ｂ Ｃ Ｇ 、 麻 疹 、 四 種 混 合 は 受 け ら れ る 月 齢 を 過 ぎ た ら 優 先 に ）  

※任 意 接種 も 含め 、予 防接 種 をし た ら必 ず 担任 に お伝 え下 さ い。 

※ 予 防 接 種 は 降 園 後 や お 休 み の 日 に 受 け て い た だ き 、 そ の 後 自

宅で 様 子を 見 て下 さい 。  



熱 

・38℃以上 

・38℃以下でも元気がなく機嫌が悪い 

・せきで眠れない 

・排尿回数が少ない 

・食欲がなく水分がとれない 

☆ 朝 37.5 度以上ある場合は登園を 

お控えください 

 

 

目 

・目やにがある 

・目が赤い 

・まぶたがはれぼったい 

・まぶしがる 

嘔吐 

2 回以上はく、水を飲んでも 

はく 

吐き気がとまらない 

下痢．腹痛を伴う嘔吐 

お腹 

・張って触ると痛がる 

・股の付け根が腫れている 

 

 

下痢 

食事や水分をとると下痢をする 

腹痛を伴う下痢がある 

水様便が 2 回以上みられる 

 

皮膚 

発疹が時間の経過とともに増える 

水泡 化膿、出血している 

打撲のあざ、傷がある 

 

咳 

咳がでて眠れない 

ゼイゼイ音ヒューヒュー音がある 

少し動いただけでも咳がでる 

せきとともにはく 

呼吸が苦しそう 

 

    健康観察ポイント  

  

 お子様の健康観察ポイント 

 集団生活をする上で感染症はなるべく避けたい病気です 

 うつらないだけでなく他の人にうつさないことにも気をつけましょう 

 ☆登園後に下記のような症状がある場合は、ご連絡をさせていただくことがあります 

 また、ご様子によっては早めの受診をお勧めします。 
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熱 

・解熱後２４時間経過している 

・24 時間解熱剤を使っていない 

・当日３７．５度以下 

・元気があり機嫌がよい 

・食事や水分がとれる 

☆ 朝 37.5 度以上ある場合は登園を 

お控えください 

 

 

目 

☆感染の恐れがないと 

診断される 

・目やにや充血などが改善

される 

・まぶしがる 

嘔吐 

・２４時間で 2 回以上の嘔吐がない 

・水分摂取ができ食欲がある 

・発熱がない 

☆感染の恐れがないと診断される 

☆診断名によって、登園の

目安がちがいます。 

病名がわかり次第ご連絡を

お願いいたします。 

 

下痢 

☆感染の恐れがないと診断される 

発熱がない 

２４時間以内に２回以上の下痢が 

ない 

 

皮膚 

患部が乾いている 

患部がガーゼなどで覆えている 

受診の結果、感染の恐れがないと 

診断されたとき 

咳 

・前日３８度を超える熱は 

出ていない 

・３７．５度以上の熱がない 

・ゼイゼイや呼吸困難がない 

・続く咳がない 

・食事がとれる 

 

体調不良でお休みしてから保育園に来る目安 

☆お子様の平熱を知っておくことで症状の変化がわかりやすいです。 

☆ぐずる．元気がない．睡眠中に泣いて目が覚めるなどもお子さんからのサインです 

  

  



 

 

◆園生活上の注意・お願い 
①朝 、 必ず 検 温し てか ら 登園 し て下 さい 。  

また 、 前日 帰 宅後 から 登 園ま で の間 、心 身 の健 康 上何 か異 常 が見 ら れた 場

合は 翌 朝登 園 の際 に必 ず 職員 に お伝 え下 さ い。  

②乳 児 クラ ス は連 絡帳 を 使用 し ます ので 毎 日ご 家 庭で 記入 し て下 さ い。  

また 、 園か ら の連 絡も 必 ずご 覧 下さ い。  

③ク ラ スで の お子 様の 受 入れ 前 に、 必ず 排 泄の 確 認を して 下 さい 。  

④爪 は 週に １ 回、 週末 に 確認 し て下 さい 。  

⑤子 ど もた ち の遊 びの 保 障の 為 、保 育室 に はな る べく 入ら な いで 下 さい 。  

⑥全 て の持 ち 物に は、 必 ず記 名 して 下さ い 。  
 

◆個人情報保護について 
○保 育 園で は 保護 者の 皆 様よ り 連絡 先な ど 様々 な 個人 情報 を お受 け して おり

ます 。「個 人 情 報保 護条 例 」に基 づ き 、個人 の 尊厳 を 最 大限 に 尊重 す ると い

う理 念 のも と 、利 用目 的 を明 ら かに し、 そ れ以 外 の使 用を せ ず適 正 に取 り

扱い ま すの で 「保 育園 で の個 人 情報 取り 扱 いに 対 する 同意 書 」を 提 出し て

頂い て いま す 。  
 

◆苦情解決の取組み 
  

  雲柱社では事業の内容、職員の対応、安全管理などについて利用者の皆さまのご

要望やご意見を受け止め耳を傾け、サービスの向上をさせていくための窓口を設

けています。どうぞ、遠慮なくお問い合わせください。 

社会福祉法人雲柱社の窓口 

 苦情受付者：常務理事  内堀 浩幸・川島 克之 

 苦情対応責任者：理事長 小礒 満 

       （法人事務局） TEL 03-3302-2884  

FAX 03-3302-6983 

                Ｅmail somu@unchusha.com 

第三者委員のお問い合わせ先 

第三者委員のお問い合わせ先 

・野原 健治 （興望館施設長）       03－3611－1880 

・髙木 恒子  (福)雲柱社評議員)      03－3611－8339 

・菊地 せい子 （元雲柱社施設長）     03－3422－8269 

・中村 文子  (NPO法人若駒ライフサポート)042－627－5204 

・佐藤 久美 (御殿場市子ども保育課指導員)    0550－83－4435 

・齋藤 治俊 （元御殿場市子ども保育課指導員）090－1628－9113 

・亀谷 美代子 (元（福）雲柱社施設長)   0463－２3－０5１4 

  

                    

                ２ １  

 



 

 

◆緊急時メールシステムの登録についてのお願い 
 

黎明 保 育園 で は、 緊急 連 絡な ど の情 報を 速 やか に 保護 者の 皆 様の 携 帯電 話  

にメ ー ルで 送 信で きる し くみ を 導入 致し て おり ま す。  

この 「 メー ル シス テム 」 は以 下 のよ うな 使 用を し ます 。  

 

 

①緊 急 連絡 ・ 園か らの お 知ら せ を正 確に 素 早く 受 け取 るこ と がで き る  

    

②災 害 時の 安 否確 認   

   （地 震 や災 害等 で の園 児 の安 否や 避 難場 所 を保 育園 か らの 特 別回 線を  

使っ た メー ル 配信 によ っ て速 や かに 確認 す るこ と がで きる 。）  

 

③宿 泊 保育 （ ５歳 児） や 遠足 で の緊 急連 絡 。  

    （ 出 発時 間の 変 更や 、 交通 事情 に よる 遅 延情 報等 を お送 り する ）  

 

  ④ 写真 販 売の お知 ら せ  

 

 

登録 し て頂 い た個 人情 報 に関 し まし て、 個 人情 報 保護 法に 基 づい て サー バー

を通 し て厳 重 に管 理さ れ てい ま すの で、 安 心し て ご登 録下 さ るよ う ご協 力を

よろ し くお 願 い致 しま す 。  

 尚 、 登録 方 法に 関し ま して は 、次 ペー ジ の簡 易 マニ ュア ル をご 覧 下さ い。 不

明な 点 に関 し まし ては 、 黎明 保 育園 ・施 設 長ま で お尋 ね下 さ い。  

※ 登 録 資 料 は 入 園 式 に 配 布 い た し ま す 、 ご 確 認 後 す ぐ に 登 録 を お 願 い い た し ま す 。  

 

 

「緊急時メールシステム」登録にご協力下さい。 
 

また、メールアドレス変更の際は 
必ず忘れずにお声おかけ下さい 
 

＊毎年、４月の新学期と９月の避難降園訓練の前に 
 テストメールを配信しています。受信が無い場合も 
 お知らせ下さい。  
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ジャクエツメール登録方法 
（緊急時メールシステム） 

 

まず始めに、 

メール受信設定（迷惑メール防止・ドメイン設定）をされている方は 

「kidsinfo.jp」からのメールが受信できるよう設定して下さい。 

 

空メールを送信してメールアドレスを登録します。 

① 携帯電話のメール機能から、新規メール作成画面を開き 

 

宛先に   touroku@kidsinfo.jp   

件名に   aur (半角英数)  

本文に  何も入力しない状態   を入力して、送信してください。 

 ＜ QR コードでも読み取れます ＞          

 

② 自動返信メールが送られます。 

メールを確認し、URL をクリックして利用者状況の登録をして下さい。 

必要事項を記入し、保存ボタンを押して登録完了となります。 

 

＜注意＞  氏名には、お子様のお名前を記入下さい。 

クラスは現在のお子様の在籍クラスを選択下さい。 

一時保育利用の方はこぶたを選択下さい。 

学童クラブの方は宝又は堀切をご選択ください。 

 

③ 登録が完了の場合、 ID とパスワード が記載されたメールが返信されますのでご

確認ください。（忘れないよう保管して下さい） 

 

以上でジャクエツメール登録は、終了です。ありがとうございました。 

お願い 

 ＊兄弟児がいらっしゃる方はお子様一人ずつの登録をしてください。 

クラスごとでメールを配信することもございますのでお願いします。 

ご不明な点ありましたら職員までお声おかけください。 
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写真販売について 
 

保育園での普段の様子をクラスの保育者が撮影した写真を年に３～４回程販売をし

ます。個別での撮影ではなく、日常の生活の中での風景が主だった写真となりますの

でご理解下さい。また写真販売については、「ユニファ株式会社」が提供しているイ

ンターネットを利用した写真販売サービスを導入しています。 

つきましては、別紙の個人情報同意書で示しております通り、個人写真等(日常保育や

各種行事などの写真)を掲載させていただきますので、ご理解頂きますようお願い申し

上げます。 

 

以下、販売会社詳細 

写真展示を行うサイトは、プライバシーマークを取得しているユニファ株式会社の運

営の専用サイト内にて、写真の展示販売を行いますので、閲覧するには、保護者登録

をして頂く必要があります。関係者以外閲覧することは出来ませんのでご安心下さい。 

第三者機関である「一般財団法人情報日本情報社会推進協会」による現地審査等を経

て、個人情報を適切に取り扱うことのできる企業として、プライバシーマーク付事業

者として認定を受けております。登録番号１７００１５９９号 

 

※写真販売方法については詳細を配布致しますので、そちらをご覧ください。 

また、このシステムに必要なパスワードはメールシステムにて保護者の皆様の携帯

電話にメールにてパスワードをお知らせいたしますので、必ずご覧くださいますよ

うお願いします。 

 

○販売価格  保育者撮影    Ｌ版1枚  ７２円  データ－ ６５円 

    カメラマン撮影  Ｌ版1枚 １７２円  データ－１４９円 

 

○注文いただきました写真は、保護者様のご自宅に直接配送されます。 

ご注文後10日間前後で自宅に届きます。  【 送料242円 】 

 

○支払い方法  ・クレジットカード支払い【手数料無料】 

・コンビニ後支払い【手数料２００円】   から選べます。 

注 意 

  販売期間はメールでお知らせすると共に、クラスでも販売の開始の期間を

掲示にてお知らせ致します。 

  販売期間を過ぎますと購入が出来なくなります。 

必ず余裕をもってご購入下さい。 
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＝ 二次避難場所・ウェルピア葛飾 ＝ 

           

 

         

 

 

 

                                      

 

災害時避難場所について 

毎月、避難訓練を実施しています。訓練の時間によっては、 

登園時間・登園場所のご協力をお願いする場合があります。 

また、避難場所は以下の通りです。 

一次避難場所・・・黎明保育園園庭 

二次避難場所・・・ウェルピア葛飾グランド 

指定緊急避難場所・・・新四つ木橋地区東岸 

 

                                                                                                                             

ウ
⌫
ル
ピ
ア 

 

体
育
館 

 

 

グラウンド 

 

＝ 指定緊急避難場所・新四つ木橋地区東岸 ＝ 

 

至 黎明 保育園  
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社会福祉法人 雲柱社 黎明保育園運営規程 

 

（名称） 

第１条 本園は、黎明保育園と称する。 

 

（所在地） 

第２条 本園を東京都葛飾区堀切三丁目３０番１２号に置く。 

 

（目的及び運営方針） 

第３条 本園は、子ども・子育て支援法（以下「法」という。）に基づいて心身ともに健

やかに育成されるよう乳児及び幼児の保育事業を行うことを目的とする。 

２ 本園は保育の提供にあたっては、入園する乳児及び幼児（以下「利用乳幼児」とい

う。）の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生

活の場所を提供するよう努めるものとする。 

３ 本園は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に、乳幼児及

び幼児の状況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行うものとする。 

４ 本園は利用乳幼児の属する家庭や地域とのさまざまな社会資源との連携を図りなが

ら、利用乳幼児の保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うよ

う努めるものとする。 

５ 本園は関係法令を遵守し、事業を実施するものとする 

 

（特定教育・保育内容） 

第４条 本園は、保育所保育指針に基づき、以下に掲げる保育その他の便宜の提供を行

う。 

１ 特定教育・保育(第７条に規定する時間において提供する保育をいう。以下同じ。) 

第 7 条に規定する時間において、保育を提供する。 

２ 食事の提供 

３ その他保育に係る行事等 

 

（定員） 

第５条 本園の利用定員は１０５名とし、その内訳は、子ども・子育て支援法（以下

「法」という）第１９条第１項各号に掲げる小学校就学前子どもの区分ごとに、次の通り

定める。 

１ 法第１９条第１項第２号の子ども（保育を必要とする３歳以上児。以下「２号認定こ

ども」という。）６０名（内 ３歳児２０名、４歳児２０名、５歳児２０名） 

２ 法第１９条第１項第３号の子ども（保育を必要とする３歳未満児。以下「３号認定こ

ども」という。）のうち満１歳以上の子ども３６名（内 １歳児１６名、２歳児２０名） 

３ 第３号認定こどものうち、満１歳未満の子ども９名 

４ 前項にかかわらず、入園待機児解消の為、定員緩和を葛飾区に協力していくものとす 

る。 



５ 前２項にかかわらず、育児休業終了後の就業等の入所の場合等上記定員を超えた場合 

も葛飾区に協力していくものとする。 

６ 連続する２年間常に定員を超えており、かつ、各年度の年間平均在所率が１２０％以

上の状態にある場合は、定員の見直しを行うものとする。 

７ このほかに、葛飾区から要請があった場合緊急一時保育を受け入れるものとする。 

 

（保育を提供する日） 

第６条 保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとする。ただし、祝祭日及び年末年

始（１２月２９日より１月３日まで）を除く。 

 

（保育を提供する時間） 

第７条 保育を提供する時間は次の通りとする 

１ 本園の保育標準時間認定に係る保育時間は午前７時１５分から午後６時１５分までの

１１時間の範囲内で保護者が保育を必要とする時間とする。ただし、上記以外の時間帯に

おいて、やむを得ない理由により保育が必要な場合は、１９時３０分までの範囲内で、時

間外保育を提供する。 

２ 保育短時間認定に係る保育時間 

 ８時４５分から１６時４５分までの範囲内で、保護者が保育を必要とする時間とする。

なお、７時１５分から８時４５分まで又は１６時４５分から１９時３０分までの範囲内

で、時間外保育を提供する。 

 

（職員の職種、人数及び職務の内容） 

第８条 園に次の職員を置く。 

（１）園 長   １名 （常勤専従） 

 園長は職員及び業務の管理を一元的に行い、職員に対し法令を遵守させるため必要な指

揮命令を行うとともに、利用乳幼児を全体的に把握し、園務を司る。  

（２）主任保育士 １名（常勤専従） 

 主任保育士は、保育士などの資格を有し、地域の保護者等に対する子育て支援を行うと

ともに、園長を補佐し、保育内容について他の保育士を統括する。 

（３）保育士  1５名 

保育士は、保育士資格を有し、保育に従事し、その計画の立案、実施、記録及び家庭連絡

等の業務を行う。 

（４）看護師   １名 

看護師は、児童の健康状態を観察し健康管理等の業務を行う。 

（５）栄養士   ２名 

栄養士は利用乳幼児の発達段階に応じ、０歳児の離乳食、１～２歳児の幼児食及び３歳児

以上の幼児食に係る献立を作成し、給食業務の総括を行う。 

（６）嘱託医   １名 

嘱託医及び歯科嘱託医は、児童の健康管理業務を行う。 

（７）調理員   ２名 



調理員は給食業務に従事する。 

２ 前項に定めるもののほか必要に応じその他の職員を置くことができる。 

 

 

（職務の心得） 

第９条 職員は、この規則及びこれに付属する諸規程を守り、園長の指示に従い職場秩序

を維持するとともに、保育事業従事者としてその責務を深く自覚し、誠実かつ公正に職

務を行わなければならない。 

 

（平等の原則） 

第 10 条 本園は、利用乳幼児又はその保護者の国籍、信条、社会的身分又は入所に要す

る費用を負担するか否かによって差別的取扱いをしない。 

 

（利用者負担その他の費用） 

第 11 条 本園の特定教育・保育を利用した支給認定保護者は、その支給認定を受けた区

市町村に対し、当該区市町村の定める利用者負担金（保育料）を支払うものとする。 

２ 本園は支給認定申請から認定の効力が発生する日までの間に置いて、災害等の緊急そ

の他やむを得ない理由により保育を提供した場合については、当該保護者から特定教

育・保育基準費用額（子ども・子育て支援法第 28 条第 2 項第 1 号に規定する内閣総理

大臣が定める基準により算定した費用の額をいう。）の支払を受けるものとする。この

場合、当該保護者が適切に教育・保育給付を受けられるよう、特定教育・保育提供証明

書の交付及びその他必要な措置を講じるものとする。 

３ 本園は、全二項の支払を受けるほか、特定保育の提供における便宜に要する費用の

内、別表に掲げる費用の支払を受けるものとする。 

  

（利用の開始に関する事項） 

第 12 条 本園は、市区町村から保育の実施について委託を受けたときは、これに応じる

ものとする。 

 

（利用の終了に関する事項） 

第 13 条 本園は、以下の場合には保育の提供を終了するものとする。 

（１）利用乳幼児が小学校に就学したとき 

（２）2 号認定こどもの保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき 

（３）3 号認定こどもの保護者が、法に定める支給要件に該当しなくなったとき 

（４）その他、利用の継続について重要な支障又は困難が生じたとき 

 

（緊急時における対応方法） 

第 14 条 本園の職員は、保育の提供を行っているときに、利用乳幼児に病状の急変、そ

の他緊急事態が生じたときは、速やかに嘱託医又は利用乳幼児の主事の医師に連絡する

等、必要な措置を講じるものとする。 



２ 保育の提供により事故が発生した場合は、利用乳幼児の保護者等に連絡すると共に、

必要な措置を講じるものとする。 

３ 本園は、事故の状況や事故に際してとった処置について記録するとともに、事故発生

の原因を解明し、再発防止のための対策を講じるものとする。 

 

（虐待等の禁止） 

第 15 条 本園は、利用乳幼児の人権の擁護、虐待の防止等のため、次の措置を講ずるも

のとする。  

(１)人権の擁護、虐待の防止等に関する責任者の選定及び必要な体制の整備  

(２)虐待の防止を啓発・普及するための職員に対する研修の実施 

(３)その他、利用乳幼児の人権の擁護、虐待の防止等のため必要な措置  

２ 職員は、利用乳幼児に対し､児童福祉施設最低基準第９条の２及び同第９条の３の規

定により、以下のような身体的苦痛を与え､人格を辱める等の行為を行ってはならない。 

(１)殴る、蹴る、体罰等直接利用乳幼児の身体に外傷を与える行為。 

(２)合理的な範囲を超えて長時間一定の姿勢をとるよう求める行為及び適切な休憩時間

を与えずに長時間作業を継続させる行為 

(３)廊下に出したり､小部屋に閉じ込めるなどして叱ること。 

(４)強引に引きずるようにして連れて行く行為。 

(５)食事を与えない又は無理に食べさせること。 

(６)利用入幼児の年齢及び健康状態からみて必要と考えられる睡眠時間を与えないこと。    

(７)乱暴な言葉かけ（呼び捨て、怒鳴る等）や利用乳幼児をけなす言葉を使って、心理

的苦痛を与えること。 

(８)本園を退所させる旨脅かす等言葉による精神的苦痛を与えること。 

(９)性的な嫌がらせをすること。 

(10)当該利用乳幼児を無視すること。 

 

（児童虐待防止法遵守） 

第 16 条 職員は、利用乳幼児の虐待が疑われる場合には、利用乳幼児の保護とともに家

族の養育態度の改善を図ることとし、関係機関、区市町村に通報するものとする。 

 

（感染症対策） 

第 17 条 本園において、感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないように、次に掲

げる措置を講じるものとする。 

(１)感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止のための指針を策定し、対策委員会にて

随意見直すこと。 

(２)感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止のための対策委員会をおおむね３か月に

１回開催する。 

(３)その他関係通知の遵守、徹底  

 

（事故発生の防止及び発生時の対応）  



第 18 条 本園は、安全かつ適切に質の高いサービスを提供するために事故発生防止

のための安全点検チェックリスト等（別添）を定め、事故を防止するための体制を

整備する。  

２ 利用乳幼児に対するサービス提供により事故が発生した場合は、速やかに区市町

村、利用乳幼児の家族等に対して連絡を行う等必要な措置を講じるものとする。  

３ 事故が発生した場合には、事故の状況及び事故に際して採った処置を記録する。  

４ サービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合は、損害賠償を速やかに行

うものとする。  

 

（日課及び年間行事） 

第 19 条 日課及び年間行事については別に定める。 

 

（欠席） 

第 20 条 利用乳幼児が欠席する場合には、保護者は口頭又は文書で園長に届け出るもの

とする。 

 

（休園） 

第 21 条 利用乳幼児又は利用乳幼児の同居家族に伝染病の発生により、他の利用乳幼児

に感染する恐れがあると園長が認めたときは休園を命じることができる。 

 

（保護者との連絡） 

第 22 条  本園は保護者と常に密接な連絡を保ち、保育方針、成長、栄養状態、園運営等

について保護者の協力を得るものとする。 

 

 

（健康管理） 

第 23 条 園長、看護師は常に利用乳幼児の健康に留意し、年２回以上の健康診断を実施

しその結果を記録しておかなければならない。 

２ 職員の健康診断は年１回以上、調理員等給食関係者及び乳児担当職員は毎月検便を実

施するものとする。 

 

（衛生管理） 

第 24 条 本園は環境衛生の保持に心がけ、衛生知識の普及、伝達及び伝染性疾患の感染

防止を行い、年１回の大掃除を行うものとする。 

 

（苦情対応） 

第 25 条 保護者は、提供されたサービス等につき苦情を申し出ることができる。その場

合本園は、速やかに事実関係を調査し、その結果、改善の必要性の有無並びに改善方法

について、保護者に報告するものとする。 

なお、苦情申立窓口は、別紙苦情対応規程に記載された通りである。 



 

 

（相互信頼関係の構築） 

第 26 条 利用乳幼児が共同生活の秩序を保ち、健康で快適な生活を維持するため職員及

び保護者は、必要な事項について話し合い、相互の信頼関係の維持に努めなければなら

ない。 

 

（第三者評価受審） 

第 27 条 本園にかかる第三者評価事業を３年に１回受審するものとし、この結果を公表

するものとする。 

 

（秘密の保持） 

第 28 条 本園は、業務上知り得た利用乳幼児及びその家族に関する個人情報並びに秘密

事項については、利用乳幼児又は第三者の生命、身体等に危険がある場合等正当な理由

がある場合、正当な権限を有する警察や検察等捜査機関からの命令による場合並びに別

に定める文書（情報提供同意書）により同意がある場合に限り第三者に開示するものと

し、それ以外の場合は、保育園利用中及び利用終了後においても第三者に対して秘匿す

る。 

２ 職員は業務上知り得た利用乳幼児またはその家族の秘密を保持しなければならない。

また、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するものとする。 

 

（防災管理・災害対策） 

第 29 条 園長又は防火管理者は、非常その他急迫の事態に備え、取るべき措置について

予め対策をたて、少なくとも毎月１回利用乳幼児及び職員の避難及び消火訓練を行うも

のとする。 

 

（改正） 

第 30 条 この規則を改正、廃止するときは、社会福祉法人雲柱社理事会の議決を経るも

のとする。 

 

 

付則 この規則は平成２６年１２月６日から施行する。 

 

   ２０１９（令和元）年１２月１日 改定 

 



成長させてくださったのは神です。

＜コリントの信徒への手紙 ３：６＞


